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調査対象企業 300社　回答企業数 241社（回答率 80.3%）

2021年度  第３四半期
京都ものづくり中小企業景況調査

報告書

【参考】
　調査対象企業のうち約40社に対して、訪問等により景況感についてヒアリングを実施。
　不安定な国際情勢の影響から、工作機械業界や建機業界の部品及び製品を取り扱う企業からは、前期と比較して
大幅な受注減であるとの意見が散見された。
　昨年末からの落ち込みが続いている半導体業界についても低調であるとの回答が多く、今後の見通しについても
不安視する企業が多い中、来年に国内での本格的サービス開始が見込まれる5Gへの期待感を表す企業の声や、日
韓間の半導体材料輸出管理強化に伴い一部の大手メーカーが半導体部品製造拠点を他国に移したことによる特需を
受け、非常に多忙であるとの府内企業の声もあった。
　また、車載部品を扱う企業については、自動車業界のEV化に係る試作・開発が進んでいることから、比較的落
ち込み幅は小さいとの意見も聞かれた。

調査対象期間 2021年10月～12月

 （2021年12月末集計）

＜概況＞

受注量については、回復の傾向に鈍化が見られる。受注見通しについては、「減少」とする企業の割合が

低下するなど、引き続き回復傾向にある。

受注単価については、大きな変化は見られず、資金繰りについては、全体的に若干の好転傾向が見られた。

また、採算状況については、前回調査に比べ若干の悪化となった。

受注余力については、「余力あり」の企業が若干増加した。

＜項目別の特徴＞

(１)受注量 ：業種によって差が見られるものの、全体として回復の傾向に鈍化が見られる。

(２)受注見通し：「減少」とする企業の割合が2割を下回るなど、引き続き回復傾向が見られる。

(３)受注単価 ：業種によって若干上昇したものの、全体的に大きな変化はなかった。

(４)資金繰り ：全体的に若干の好転傾向がみられる。

(５)採算状況 ：大幅に持ち直した前回調査に比べ、若干の悪化傾向が見られる。

(６)受注余力 ：「受注余力あり」とする企業が62.0%と、前期と比較して2.3％の増加となった。

（「受注余力あり」とする企業の割合が増加した＝マイナス傾向）

＜分析＞

調査対象企業のうち20社に対して、訪問等により景況感についてのヒアリングを実施。

府内中小企業の受注動向は、コロナ禍による落ち込みからの回復が鈍化している様子が窺える。調査対象

企業からは、PCやデータセンター等の需要拡大によって好調が続く半導体分野をはじめ、海外向けの工作機械

や建設機械等の分野で、安定した受注を確保している企業が見られた一方で、自動車メーカーの稼働停止の影響

を受ける企業や、電子部品等の調達難によって受注機会を失う企業も見られた。

また、調査対象のほぼ全ての企業に、原材料価格高騰の影響が見られるものの、仕入の上昇分を価格に転嫁

できないとの声が多く聞かれており、本調査において、「受注単価」の上昇が一部の業種に留まったことや、

「採算状況」に悪化傾向が見られたことからも、府内中小企業の厳しい状況が窺える。

今後も新型コロナウイルス変異株の感染拡大による外部環境の変化に伴い、上記諸問題に加え、設備投資や

サプライチェーンへの影響が懸念されるため、先行き不透明な状況が続いていく。

（注）本報告書で使用するＤＩとはﾃﾞｨﾌｭｰｼﾞｮﾝ･ｲﾝﾃﾞｯｸｽ（Diffusion Index）の略で、「増加」・「好転」したとする企業の割合から

「減少」・「悪化」したとする企業の割合を差し引いた値である。



１．調査概要

(1) 調査目的

受注登録企業における受注動向等の実態を把握することにより、受発注取引あっせん

の円滑化を図る。

(2) 調査対象企業

当財団に登録している受注企業     ３００社

業種別内訳（産業分類   中分類）

① 鉄鋼・非鉄関係 １８社 ② 金属製品関係 ６８社

③ 一般機器関係 ８５社 ④ 電気機器関係 ５４社

⑤ 輸送用機器関係 １８社 ⑥ 精密機器関係 ２１社

⑦樹脂製品関係 ３６社

(３) 調査時点

(4) 調査方法

調査票の郵送によるアンケート方式

調査項目 (受注量、受注量の見通し、受注単価、資金繰り、採算状況、受注余力)

※一部企業へはヒアリング調査を実施

(５) 回答状況

① 調査対象企業数 300 社

② 回答企業 241 社

③ 内訳 鉄鋼・非鉄関係 14 社　（ ）

金属製品関係 60 社　（ ）

一般機器関係 66 社　（ ）

電気機器関係 40 社　（ ）

輸送用機器関係 15 社　（ ）

精密機器関係 17 社　（ ）

樹脂製品関係 29 社　（ ）

④ 回答率 ％

7.1%

12.0%

80.3 〔前回：80.3％〕

2021年12月末日現在

5.8%

24.9%

27.4%

16.6%

6.2%

１



２．回答企業の概要

（１）業種別回答企業の内訳

（２）業種別・資本金別回答企業数
（単位：社）

全   体 鉄鋼・非鉄 金属製品 一般機器 電気機器 輸送用機器 精密機器 樹脂製品
5 1 1 3

2.1% 1.7% 2.5% 10.3%
22 8 3 4 2 2 3

9.1% 13.3% 4.5% 10.0% 13.3% 11.8% 10.3%
12 3 6 1 2

5.0% 5.0% 9.1% 6.7% 6.9%
133 9 34 39 22 4 11 14

55.2% 64.3% 56.7% 59.1% 55.0% 26.7% 64.7% 48.3%
53 4 13 15 10 3 2 6

22.0% 28.6% 21.7% 22.7% 25.0% 20.0% 11.8% 20.7%
16 1 1 3 3 5 2 1

6.6% 7.1% 1.7% 4.5% 7.5% 33.3% 11.8% 3.4%
241 14 60 66 40 15 17 29

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

（３）業種別・従業員別回答企業数
（単位：社）

全   体 鉄鋼・非鉄 金属製品 一般機器 電気機器 輸送用機器 精密機器 樹脂製品
21 4 3 6 5 3

8.7% 28.6% 5.0% 9.1% 12.5% 10.3%
29 1 6 11 1 3 4 3

12.0% 7.1% 10.0% 16.7% 2.5% 20.0% 23.5% 10.3%
62 2 16 20 10 1 5 8

25.7% 14.3% 26.7% 30.3% 25.0% 6.7% 29.4% 27.6%
37 3 13 11 4 1 1 4

15.4% 21.4% 21.7% 16.7% 10.0% 6.7% 5.9% 13.8%
41 2 12 10 9 2 3 3

17.0% 14.3% 20.0% 15.2% 22.5% 13.3% 17.6% 10.3%
51 2 10 8 11 8 4 8

21.2% 14.3% 16.7% 12.1% 27.5% 53.3% 23.5% 27.6%
241 14 60 66 40 15 17 29

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

1000～2000万円

個人

～300万円

301～999万円

21～30人

31～50人

51人以上

合   計

2001～5000万円

5000万円超

合   計

１～５人

６～10人

11～20人

鉄鋼・非鉄

5.8%

金属製品

24.9%

一般機器

27.4%

電気機器

16.6%

輸送用機器

6.2%

精密機器

7.1%

樹脂製品

12.0%

2



３．調査結果

  (１) 受注量について

（％）

○全体 

○業種別

(60件)

①全体 (241件)

②鉄鋼・非鉄 (14件) ③金属製品

(40件)

⑥輸送用機器 (15件) ⑦精密機器 (17件)

⑧樹脂製品 (29件)

④一般機器 (66件) ⑤電気機器

・10月～12月期の受注量の業況判断ＤＩ（「増加」及び「やや増加」と回答した企業の

割合から「減少」及び「やや減少」と回答した企業の割合を差し引いた数値）は11.1とな

り、前期（7月～9月期）のＤＩ値11.2と比べ0.1ﾎﾟｲﾝﾄ低下し、業種によって差が見られ

るものの、全体として回復の傾向に鈍化が見られる。

1.5 

7.8 

39.4 

35.9 

31.8 

28.1 

22.7 

23.4 

4.5 

4.7 

今回

前回

6.7 

0.0 

20.0 

15.4 

26.7 

38.5 

40.0 

30.8 

6.7 

15.4 

今回

前回

0.0 

0.0 

17.6 

11.1 

58.8 

50.0 

11.8 

27.8 

11.8 

11.1 

今回

前回

6.9 

14.3 

31.0 

28.6 

27.6 

25.0 

27.6 

21.4 

6.9 

10.7 

今回

前回

4.1 

7.9 

6.2 

6.5 

5.2 

34.4 

30.3 

28.3 

28.0 

30.2 

34.0 

34.9 

27.1 

26.1 

23.0 

20.3 

19.5 

25.6 

29.9 

21.8 

7.1 

7.5 

12.8 

9.6 

19.8 

今回2021.12

前回2021.9

2021.6

2021.3

2020.12

増加 やや増加 不変 やや減少 減少

7.5 

7.3 

32.5 

36.6 

35.0 

36.6 

12.5 

7.3 

12.5 

12.2 

今回

前回

7.1 

5.6 

35.7 

38.9 

28.6 

27.8 

21.4 

22.2 

7.1 

5.6 

今回

前回

3.3 

10.2 

40.0 

27.1 

35.0 

42.4 

16.7 

16.9 

5.0 

3.4 

今回

前回

・ＤＩ値は、金属製品（21.6）、電気機器（15.0）、鉄鋼・非鉄（14.3）、一般機器（13.7）、樹脂製品

（3.4）の5業種でプラスとなり精密機器（▲6.0）、輸送用機器（▲20.0）の2業種でマイナスとなった。

・ＤＩ値を前回と比較すると、精密機械（21.8ﾎﾟｲﾝﾄ）、輸送用機器（10.8ﾎﾟｲﾝﾄ）、金属製品（4.6ﾎﾟｲﾝﾄ）の3

業種で上昇。一般機器（▲1.9ﾎﾟｲﾝﾄ）、鉄鋼・非鉄（▲2.4ﾎﾟｲﾝﾄ）、樹脂製品（▲7.4ﾎﾟｲﾝﾄ）、電気機器（▲9.4

ﾎﾟｲﾝﾄ）の4業種で低下している。

３



 (２) 受注量の見通しについて （3ヶ月先について調査）

（％）

○全体

○業種別

(60件)

①全体 (240件)

②鉄鋼・非鉄 (14件) ③金属製品

(39件)

⑥輸送用機器 (15件) ⑦精密機器 (17件)

⑧樹脂製品 (29件)

④一般機器 (66件) ⑤電気機器

・次期（1月～３月期）の受注量見通しの業況判断ＤＩ（「増加」と回答した企業の割合から

「減少」と回答した企業の割合を差し引いた数値）は6.7となり、前期（7月～9月期）調査時

のＤＩ値▲0.4と比べ7.1ﾎﾟｲﾝﾄ上昇し、「減少」とする企業の割合が2割を下回るなど、引き続

き回復傾向が見られる。

21.4

16.7

35.7

50.0

42.9

33.3

今回

前回

22.7

25.0

65.2

56.3

12.1

18.8

今回

前回

22.5

21.6

15.2

18.6

19.0

61.7

55.2

63.3

53.5

48.4

15.8

22.0

21.1

27.9

32.1

0.0

1.2

0.4

0.0

0.4

今回2021.12

前回2021.9

2021.6

2021.3

2020.12

増加 不変 減少 不明

20.0

23.1

60.0

38.5

20.0

30.8

今回

前回

37.9

32.1

55.2

60.7

6.9

3.6

今回

前回

23.1

19.5

61.5

61.0

15.4

17.1

今回

前回

20.0

22.0

66.7

50.8

13.3

27.1

今回

前回

・ＤＩ値は、樹脂製品（31.0）、一般機器（10.6）、電気機器（7.7）、金属製品（6.7）の4業種でプラス。輸送用

機器の1業種のみ±0となり、鉄鋼・非鉄（▲21.5）、精密機器（▲23.5）の2業種でマイナスとなった。

・ＤＩ値を前回と比較すると、精密機器（15.4ﾎﾟｲﾝﾄ）、金属製品（11.8ﾎﾟｲﾝﾄ）、輸送用機器（7.7ﾎﾟｲﾝﾄ）、電気機

器（5.3ﾎﾟｲﾝﾄ）、一般機器（4.4ﾎﾟｲﾝﾄ）、樹脂製品（2.5ﾎﾟｲﾝﾄ）の6業種で上昇。鉄鋼・非鉄（▲4.9ﾎﾟｲﾝﾄ）の1業種

で低下している。

5.9

0.0

64.7

61.1

29.4

38.9

今回

前回

４



 (３) 受注単価について

（％）

○全体

○業種別

(60件)

①全体 (239件)

②鉄鋼・非鉄 (14件) ③金属製品

(40件)

⑥輸送用機器 (15件) ⑦精密機器 (16件)

⑧樹脂製品 (29件)

④一般機器 (65件) ⑤電気機器

5.0

5.1

90.0

86.4

5.0

8.5

今回

前回

5.0

4.9

92.5

80.5

2.5

14.6

今回

前回

8.8 

4.6 

4…

2.7 

0.8 

84.9

84.6

84.5

83.3

86.4

6.3

10.8

10.9

14.0

12.8

今回2021.12

前回2021.9

2021.6

2021.3

2020.12

上昇 不変 低下

7.7

0.0

78.5

84.4

13.8

15.6

今回

前回

13.3

7.7

86.7

92.3

0.0

0.0

今回

前回

0.0

0.0

93.8

88.9

6.3

11.1

今回

前回

3.4

7.1

93.1

89.3

3.4

3.6

今回

前回

57.1

16.7

42.9

72.2

0.0

11.1

今回

前回

・10月～12月期の受注単価の業況判断ＤＩ（「上昇」と回答した企業の割合から「低下」

と回答した企業の割合を差し引いた数値）は2.5となり、前期（7月～9月期）のＤＩ値

▲6.2と比べて8.7ﾎﾟｲﾝﾄ上昇と、業種によって若干上昇したものの、全体的に大きな変化は

なかった。

・ＤＩ値は、鉄鋼・非鉄（57.1）、輸送用機器（13.3）、電気機器（2.5）の3業種でプラス。金属製品・樹脂

製品の2業種で±0となり、一般機器（▲6.1）、精密機器（▲6.3）の2業種でマイナスとなった。

・ＤＩ値を前回と比較すると、鉄鋼・非鉄（51.5ﾎﾟｲﾝﾄ）、電気機器（12.2ﾎﾟｲﾝﾄ）、一般機器（9.5ﾎﾟｲﾝﾄ）、

輸送用機器(5.6ﾎﾟｲﾝﾄ）、精密機器（4.8ﾎﾟｲﾝﾄ）、金属製品（3.4ﾎﾟｲﾝﾄ）の6業種で上昇、樹脂製品（▲3.5ﾎﾟｲﾝ

ﾄ）の1業種で低下している。

５



 (４) 資金繰りについて

（％）

○全体

○業種別

(60件)

①全体 (239件)

②鉄鋼・非鉄 (14件) ③金属製品

(40件)

⑥輸送用機器 (14件) ⑦精密機器 (16件)

⑧樹脂製品 (29件)

④一般機器 (66件) ⑤電気機器

10.0

5.9

5.4

6.1

4.4

77.0

79.9

80.5

75.9

70.8

13.0

14.2

14.0

18.0

24.8

今回2021.12

前回2021.9

2021.6

2021.3

2020.12

好転 不変 悪化

9.1

4.7

74.2

78.1

16.7

17.2

今回

前回

0.0

0.0

87.5

76.5

12.5

23.5

今回

前回

20.7

14.3

79.3

82.1

0.0

3.6

今回

前回

11.7

6.8

80.0

84.7

8.3

8.5

今回

前回

5.0

2.5

75.0

82.5

20.0

15.0

今回

前回

21.4

11.1

71.4

72.2

7.1

16.7

今回

前回

・10月～12月期の資金繰りの業況判断ＤＩ（「好転」と回答した企業の割合から「悪化」

と回答した企業の割合を差し引いた数値）は▲3.0となり、前期（7月～9月期）のＤＩ値

▲8.3と比べて5.3ﾎﾟｲﾝﾄ上昇と、全体的に若干の好転傾向がみられる。

・ＤＩ値は、樹脂製品（20.7）、鉄鋼・非鉄（14.3）、金属製品（3.4）の3業種でプラスとなり、一般機器

（▲7.6）、精密機器（▲12.5）、電気機器（▲15.0）、輸送用機器（▲28.6）の4業種でマイナスとなった。

・ＤＩ値を前回と比較すると鉄鋼・非鉄（19.9ﾎﾟｲﾝﾄ）、精密機器（11.0ﾎﾟｲﾝﾄ）、樹脂製品（10.0ﾎﾟｲﾝﾄ）、金

属製品（5.1ﾎﾟｲﾝﾄ）、一般機器（4.9ﾎﾟｲﾝﾄ）、輸送用機器（2.2ﾎﾟｲﾝﾄ）の6業種で上昇。電気機器（▲2.5ﾎﾟｲﾝﾄ）

の1業種で低下している。

0.0

0.0

71.4

69.2

28.6

30.8

今回

前回

６



 (５) 採算状況について

（％）

○全体

○業種別

(59件)

①全体 (237件)

②鉄鋼・非鉄 (13件) ③金属製品

(40件)

⑥輸送用機器 (15件) ⑦精密機器 (16件)

⑧樹脂製品 (29件)

④一般機器 (65件) ⑤電気機器

53.8

55.6

23.1

27.8

23.1

16.7

今回

前回

30.4

32.1

23.2

22.7

16.1

47.3

48.8

47.2

43.8

44.6

22.4

19.2

29.5

33.6

39.4

今回2021.12

前回2021.9

2021.6

2021.3

2020.12

黒字 収支ﾄﾝﾄﾝ 赤字

26.2

29.7

50.8

48.4

23.1

21.9

今回

前回

26.7

38.5

40.0

30.8

33.3

30.8

今回

前回

18.8

22.2

50.0

44.4

31.3

33.3

今回

前回

37.9

29.6

44.8

63.0

17.2

7.4

今回

前回

33.9

30.5

44.1

57.6

22.0

11.9

今回

前回

25.0

31.7

57.5

43.9

17.5

24.4

今回

前回

・10月～12月期の採算状況の業況判断ＤＩ（「黒字」と回答した企業の割合から「赤字」と

回答した企業の割合を差し引いた数値）は8.0となり、前期（7月～9月期）のＤＩ値12.9と

比べ4.9ﾎﾟｲﾝﾄ低下し、大幅に持ち直した前回調査に比べ、若干の悪化傾向が見られる。

・ＤＩ値は、鉄鋼・非鉄（30.7）、樹脂製品（20.7）、金属製品（11.9）、電気機器（7.5）、一般機器（3.1）の5

業種でプラスとなり、輸送用機器（▲6.6）、精密機器（▲12.5）の2業種でマイナスとなった。

・ＤＩ値を前回と比較すると、電気機器（0.2ﾎﾟｲﾝﾄ）の1業種のみプラスとなり、精密機器（▲1.4ﾎﾟｲﾝﾄ）、樹脂製品

（▲1.5ﾎﾟｲﾝﾄ）、一般機器（▲4.7ﾎﾟｲﾝﾄ）、金属製品（▲6.7ﾎﾟｲﾝﾄ）、鉄鋼・非鉄（▲8.2ﾎﾟｲﾝﾄ）、輸送用機器

（▲14.3ﾎﾟｲﾝﾄ）の6業種でマイナスとなった。

７



 (６) 受注余力について

（％）

○全体

○業種別

(53件)

①全体 (205件)

②鉄鋼・非鉄 (12件) ③金属製品

(34件)

⑥輸送用機器 (15件) ⑦精密機器 (13件)

⑧樹脂製品 (27件)

④一般機器 (51件) ⑤電気機器

70.4

68.0

29.6

32.0

今回

前回

53.3

53.8

46.7

46.2

今回

前回

69.2

62.5

30.8

37.5

今回

前回

50.0

51.4

50.0

48.6

今回

前回

58.3

52.9

41.7

47.1

今回

前回

58.5

59.6

41.5

40.4

今回

前回

62.0

59.7

67.6

71.9

80.8

38.0

40.3

32.4

28.1

19.2

今回2021.12

前回2021.9

2021.6

2021.3

2020.12

あり なし

・10月～12月期の受注余力の業況判断ＤＩ（「受注余力あり」と回答した企業の割合から

「受注余力なし」と回答した企業の割合を差し引いた数値）は24.0となり、前期（7月～9月

期）のＤＩ値19.4と比べ4.6ﾎﾟｲﾝﾄ上昇した。

・10月～12月期は「受注余力あり」とする企業が62.0%と、前期と比較して2.3％の増加と

なった。

（「受注余力あり」の割合が増加した＝マイナス傾向）

・ＤＩ値は、電気機器の1業種のみ±0となり、一般機器（41.2）、樹脂製品（40.8）、精密機器（38.4）、金属製

品（17.0）、鉄鋼・非鉄（16.6）、輸送用機器（6.6）、の6業種でプラスとなった。

・ＤＩ値を前回と比較すると、精密機器（13.4ﾎﾟｲﾝﾄ）、一般機器（11.8ﾎﾟｲﾝﾄ）、鉄鋼・非鉄（10.8ﾎﾟｲﾝﾄ）、樹脂

製品（4.8）の4業種で前回比プラスとなり、「受注余力あり」と回答した企業の割合が増加。輸送用機器（▲1.0ﾎﾟｲﾝ

ﾄ）、金属製品（▲2.2ﾎﾟｲﾝﾄ）、電気機器（▲2.8ﾎﾟｲﾝﾄ）の3業種で前回比マイナスとなり、「受注余力あり」と回答

した企業の割合が減少している。

70.6

64.7

29.4

35.3

今回

前回

50％ 50％
50％

８
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